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Book Review

『命のビザを繋いだ男　小辻節三とユダヤ難民』

（ＮＨＫ出版）

1940年、リトアニアの日本領事代理杉
原千畝の「命のビザ」を手に日本へ逃げの
びたユダヤ難民は6000人。ビザ滞在期限
はわずか10日間だった。どのようにしてユダ
ヤ難民たちは、日本に長期間とどまることが
できたのだろうか？
助かったユダヤ難民の口から命の恩人と

して、杉原と並んで必ず出てくる日本人の
名前が、鎌倉の小辻節三である。
シベリア鉄道経由でウラジオストクから敦
賀を通り神戸へ、急増する行くあてのない
ユダヤ難民。神戸ユダヤ協会はユダヤ学の
学者として有名だった小辻博士に協力を要
請する。小辻はすぐさま神戸へ向かい、彼
らの直面する問題を解決すべく奔走した。
なかでも最大の問題は滞在ビザの延長だっ
た。わずか10日間で次に行く国への準備や
手配が間に合わなければ強制送還される。
小辻は満州時代の知人松岡洋右外相を

訪ね、受入国の入
国ビザがなければ
滞在ビザ延長は認
めない外務省方針
が変わらないことを
知る。ただし、本件のビザ延長の権限は地
方の自治体にあり、もし神戸市を動かすこと
ができたなら、外務省は見て見ぬふりをするだ
ろうという貴重な情報も得た。そのヒントをもと
に権限のある警察署との「信頼関係」を築い
た結果、半年以上のビザ延長が認められた。
その後小辻自身も特高の尋問に遭い、
家族を連れて満州ハルピンへ避難し、終戦
後苦難の引き揚げ帰国を強いられる。
アメリカで発行された小辻の自伝『From 
Tokyo to Jerusalem』を基に彼の功績を世に
紹介し、足跡をたどったこのドキュメンタリーは、
杉原の「命のビザ」の逸話において、神戸が
重要な舞台であったことを再確認させてくれる。
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